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学校・生徒・保護者をつなぐ

池田中学校
のＨＰ

５月になりました。生徒たちは最高学年の３年生として、毎日生き生きと学校生活を送っています。

４月２３日のＰＴＡ学年部会で、６月下旬に予定されていた修学旅行は行き先を県内に変えて実施のすること
になりました。詳しい行程は５月半ばにお知らできると思います。待ちに待った修学旅行が、誰にとっても思い
出に残るものとなるように準備をすすめていきましょう。

❖道徳「父のひと言」は、上野動物園の園長を務めた中川志郎さん
の経験談です。

❖中川さんは、動物園で働くという子どもの頃からの夢を叶えるため
に臨時職員として働いていましたが、正規職員の採用試験に落ちて
しまいます。絶望し、好きだった仕事を投げ出して実家に帰ってしま
いました。
❖家に帰った中川さんに父は、「お前のカワウソが淋しが っている

ぞ。」と言いました。それを聞いた中川さんは、すぐさま汽車に飛び
乗り園に戻ります。

❖その後、中川さんは正規職員の試験に受かり、最後は園長も務め
ましたが、あの日の「父のひと言」が今も忘れられません。
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◆責任もってやり遂げることで、次からも何かを頼まれ
ることがあります。責任を果たすことは信頼を得ること
につながると思いました。今日の授業で責任感の大切
さがわかりました。（Ａ組Ｋ．Ｋ．）
◆私は猫を飼っています。最初は世話をするのが楽し
かったけれど最近はそれがしんどいと思うことが多くな
りました。しかし、自分が望んで飼い始めたのでこれか
らは責任を持って世話をしようと思いました。責任を果
たすことは難しいことですが、自分がすべきことを途中
でやめるのは無責任なので、そうならなように頑張りま
す。（Ａ組Ｇ．Ｓ．）

◆自分のことだけを考えるのではなく、周りの人のことも考えること
が「思いやり」だと思いました。思いやりを持つことは人間として大
切なことだと今日の授業で学びました。今日学んだことを胸に生活
していきたいです。（Ｃ組Ｏ．Ｋ．）
◆責任を果たすことについて考えました。自分で始めたものは最
後まで責任を持ってやりきること、また自分から何かを始める前に
も、自分がその「何か」をやりきれるかを判断する必要があること
を学んだ。（Ｃ組Ｔ．Ｙ．）

学びの足跡 ４／１８

合同学活

❖「役に立つ役割・役に立たない役割」というワークショップを通して、話し合いに参加
する姿勢について考えました。
❖「役に立たない役割」とは、妨害役・おしゃべり役・無関心役でした。
❖「役に立つ役割」とは、励まし役・アイデアを引き出す役・質問役でした。
❖有意義で建設的な話し合いを作るためのヒントを得ることができました。

◆話し合いをする上で、メンバーがその会議に参加する気があるのかないのかで、話し合いの質が変わることが改めて分か
りました。誰か一人が関係のない話をしていて、それに別の人が乗ってしまうと話し合いが進まないことは、今までの経験で
分かっていました。だから、これからの話し合いは、集約的な話し合いかものの見方を広げる話し合いかを区別して、なるべく
建設的な話し合いになるようにしていきたいです。（Ｂ組Ｍ．Ｋ．）

学びの足跡 ４／２０

道徳の時間


